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　６－１　軒天１２　トリスタ　商品と防耐火認定一覧

６　軒天

　

■対応商品：軒天１２　トリスタ　　ティンバースタイル　エンボススタイル
①　無孔板

　１）製品
　　　・基材：両面アクリル系樹脂塗装／繊維混入スラグせっこう板　　

　　　・不燃材料／認定番号：ＮＭ－３８９９（有孔板を除く）

　　　・製品タイプ／無孔板

エンボススタイル ＹＫ０１□ １２×９１０×１，８２０㎜

ティンバースタイル ＹＫ０２□

製品名 品番 サイズ 備考

継手加工：合いじゃくり

継手加工：合いじゃくり

１２×９１０×１，８２０㎜

無孔板＋防火通気見切縁（ＢＭ３※１）

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２５０ 無孔板

防耐火認定番号 仕様 備考

-

ＢＭ３：有効換気面積１００㎠/m　　ＱＦ０３０ＲＳ－０３４８－１

　　ＱＦ０３０ＲＳ－０２４０
無孔板

＋

軒天通気見切縁（ＫＢＭ２Ｎ□□またはＢＭ２Ｓ〔塩害地仕様〕※１）

　２）　防耐火認定
　

各認定には、軒天材の塗布量について規定がございます。現場塗装の際は、認定書をご確認ください。

（※１）日本化学産業株式会社の商品です。

　  ＫＢＭ２Ｎ、ＢＭ２Ｓ：

    有効換気面積１００㎠/ⅿ

軒天

種類
仕様

ニチハ標準施工上の野縁および軒天材施工要領　抜粋　（木下地）
防耐火

認定番号
野縁施工 軒天の留め付け

軒裏
勾配

軒元
納まり（※３）

軒天１２

トリスタ

１２㎜（無孔板） QF030RS-0250

野縁組：平行組　＠500㎜以下

　　　　　 梯子組（格子組）＠出500㎜以下・幅455㎜以下

　　　　　 ※左右接合部は2本組

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：40×30㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

梯子組：軒出・幅方向とも225㎜以下

水平
・

勾配

軒勝ち

壁勝ち

野縁組：梯子組　不可

　　　　   平行組＠出500㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：40×30㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
＋

防火通気見切縁
（BM3）

QF030RS-0348-1

　６－２　施工要領一覧

野縁組：梯子組　

　　　　   平行組＠出500㎜以下

吊り木：軒出＞500㎜時必要

野縁寸法：30×40㎜以上

釘：φ2.5㎜×45㎜　専用リング釘

平行組：225㎜以下（幅910㎜に５本留め）

※軒天通気見切縁の留め付けは別途必要

１２㎜（無孔板）
＋

軒天通気見切縁
（KBM2N□□）

QF030RS-0240
軒勝ち
※２

（※２）軒天通気見切縁が軒先に施工された場合は、壁勝ちも施工可です。

軒勝ち

壁勝ち

軒出

軒勝ち
58～　　　
1820㎜

壁勝ち
83～　　　
1820㎜

軒勝ち
88～　　　
1820㎜

壁勝ち
113～　　
1820㎜

軒勝ち
63～　　　
1820㎜

壁勝ち
88～　　　
1820㎜

（※３）認定は最大寸法で取得していますが、商品寸法により上限値は1820㎜となります。

　６－３　納まり詳細図

６　軒天
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　 １）軒天１２トリスタ標準施工法　ＱＦ０３０ＲＳ－０２５０

　 　●下地組み

　 　　 野縁平行組：軒の出方向は５００㎜以下の間隔で野縁（幅：４０×高さ：３０㎜以上）を組みます。

　 　　 野縁梯子組：軒の出方向は５００㎜以下、幅方向は４５５㎜以下の間隔で野縁（幅：４０×高さ：３０㎜以上）

　 　　 　　　　　　　   を組みます。

　 　　 軒天材の左右接合部は野縁２本組とします。

　 　　 軒の出が５００㎜を超える場合、軒の出＠５００㎜以下に吊り木（吊り木＠１０００㎜以下）で吊ります。

　 　●下地の不陸は３㎜以下に調整します。

　 　※ボルト頭や下地組みの不陸・ねじれなどは仕上がりに影響するばかりでなく、無理な施工から軒天材の

　 　　 破損をまねくおそれがあります。

　 　●軒天材の切断はオールダイヤモンドチップソーを使用します。

　 　●軒天材の留め付けは専用釘（ステンレスリング釘φ２．５㎜×４５㎜）を用い、

　 　　 野縁平行組：軒の幅方向は２２５㎜以下の間隔（９１０幅に５本留め）で留め付けます。

　 　　 　　　　　　　   軒の出方向は野縁ごとに留め付けます。

　 　　 野縁梯子組：軒の幅方向・出方向ともに２２５㎜以下の間隔で留め付けます。

　 　●軒天材端部の釘打ち位置は端あき２０～３５㎜とします。

軒の出が５００～１８２０㎜以下（注）の場合
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野縁梯子組

1820以下（注）

野縁間隔：500以下

軒の出が８３（壁勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出が５８（軒勝ち）～５００㎜以下の場合

軒の出:83(58)～500以下

（注）認定は最大寸法で取得しておりますが、製品寸法により上限値は１８２０㎜となります。


